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第1章 自転車駐車場の個別施設計画について 

1-1  背景 

本市の公共施設（建物系）とインフラ（以下「公共施設等」と総称する。）は、高度経済成長を背景

に人口の増加や行政需要の拡大に比例する形で整備されてきました。実際、昭和４０年代半ばか

ら５０年代後半にかけての建設・整備が集中しています。これらの公共施設等は、年月の経過に伴

い老朽化が進行し、一斉に更新の時期を迎えます。 

そのようなことから、本市では、公共施設等を総合的かつ計画的な管理を推進するために、国

からの公共施設等総合管理計画の策定要請を受け、「取手市公共施設等総合管理計画」（以下「総

合管理計画」という。）を平成２８年（2016）７月に策定し、令和４年（2022）３月には、施設の現

状を勘案しながらの施設評価による適正配置方針や、「施設のあり方の検討時期」、「修繕・改修周

期の考え方」など、維持・保全の基本方針などを示した、「取手市公共施設等総合管理計画第１次

行動計画」（以下「第１次行動計画」という。）を策定しました。 

 

1-2  計画の目的 

自転車駐車場個別施設計画は、第１次行動計画において、個別施設計画に求められた施設の現

状を勘案しながらの施設評価による適正配置方針や、維持・保全の基本方針など踏まえ施設ごと

の再配置や保全のスケジュールについて、施設の状態を把握し、状態に合わせた施設整備の水準

を示し、施設が目指すべき姿に向けた行動計画を検討します。 
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1-3  計画の位置づけ 

本計画は、平成２５年（2013）１１月に国土交通省から公表された、「インフラ長寿命化基本計画」

と、その後、総務省が地方公共団体に対し策定を要請した個別施設計画として位置づけます。 

また、総合管理計画で掲げた、今後の人口動向や厳しい財政見通しを踏まえて、3 つの基本理

念・方針や、試算の結果、長寿命化や保全による基準の見直しを行っても、既存の施設を全て維持

することはできないことから、当市の財政状況で更新等にかかる費用を賄えるまで施設量を縮減

する必要があるとして設定した縮減目標の実施計画と位置づけます。 

 

図表 1-1 計画の位置づけ 
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1-4  計画期間 

令和６年度（20２４）から令和１５年度（20３３）の１０年間 

 

これは総合管理計画の計画期間４０年間における現実的な自転車駐車場の補修や改修計画を

示す期間です。上位計画を踏まえ、改訂等行うために 10 年に設定します。 

なお、総合管理計画の見直しや財政状況に応じて、適宜、本計画の見直しを行います。 

 

1-5  対象施設 

本計画の対象施設は以下の自転車駐車場です。 

なお、市営の自転車駐車場は全部で8か所ありますが、本計画では建物を備える自転車駐車場（以

下、「建物式」という。）のみを対象とし、それ以外の自転車駐車場については、別途検討していきま

す。 

 

図表 1-2 対象施設 

施設名 延床面積（㎡） 所管課 

サイクルステーションとりで 1,490 安全安心対策課 

新取手駅自転車駐車場 ４８８ 安全安心対策課 
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第2章 自転車駐車場の目指すべき姿 

自転車駐車場は、自転車等の利用者の利便を図るとともに、放置自転車を抑制して歩行者の安

全を確保する上で重要な施設となっています。 

サイクルステーションとりでは、歩行者デッキによって取手駅と直結させることで、末端交通と

しての自転車の利便性を向上させています。また、機械式駐輪機の格納庫を上空に浮かべること

で、限られた空間により多くの自転車を収納することができます。公衆トイレを併せ持ち、高い公

共性を備えた自転車駐車場です。 

新取手駅自転車駐車場は無料の自転車駐車場であり、誰でも自由に利用することができます。

また、新取手駅に隣接しているため、駅利用者の利便に資する施設です。 

自転車は環境負荷の小さいエコな乗り物であり、持続可能なまちとして、中心市街地を活性化

していく上で有用な次世代インフラと考えられます。そのため、自転車駐車場は空港や駅などと同

じく都市におけるターミナルであり、まちの活性化に寄与する施設であることが求められていま

す。 

これらを踏まえ、以下のとおり自転車駐車場の目指すべき姿となる（１）から（４）を設定します。 

（1）  安全安心な施設 

施設の長期使用を目指し、周期的・計画的な修繕・改修を実施する予防保全型維持管理手

法を導入し、長期にわたり施設の有効活用を推進しながら安全安心な施設を目指します。 

（2） まちのターミナルとしての施設 

障害の有無、年齢、性別等にかかわらず、誰もが利用しやすい環境を整え、次世代インフラ

として、自転車の利用が促進されることで、多くの市民に利用される施設を目指します。 

（3） 持続可能な施設 

設備の更新、改修時においては、省エネルギー性能の優れた設備導入などにより、環境負

荷の低減に配慮した、持続可能な施設を目指します。 

（4） 環境変化に対応した施設 

人口減少等による利用需要の変化に応じた効率的・効果的な施設環境の整備について、今

後、より一層の取組を目指します。 
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第3章 施設の状態等 

3-1  自転車駐車場の運営状況・活用実況等の実態 

（1） 取手市の将来人口の推移 

① 市内総人口 

市の総人口は、平成 10 年(1998)の 11.8 万人をピークに減少傾向にあり、令和 22 年

(2040)には約 4 分の 3 に減少し、2.8 人に 1 人が老年人口(65 歳以上)になると予想されて

います。 

 

図表 3-1 人口状況 

 

出典：第六次取手市総合計画 基本計画「とりで未来創造プラン２０２４」 

 

② 人口減少推移による影響 

今後の高齢化による生産年齢人口の減少により、自転車駐車場の利用者数の低下、また、それ

による収入の減少が予想されます。 
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（2） 現在の利用状況 

図表 3-2 サイクルステーションとりでの利用者数 

 

※新取手駅自転車駐車場については、無料の自転車駐車場であるため、利用者数は把握していません。 

 

（3） 利用状況の変化 

利用者数は全体的に減少傾向であり、令和２年度（２０２０）以降は新型コロナウイルス感染症の

影響により大幅に利用者が減少しました。令和４年度（２０２２）からは利用者が戻りつつあります

が、生活様式や働き方の変化等により、令和２年度（２０２０）以前の利用者数までは増加しないこ

とが想定されます。 
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（4） 自転車駐車場の配置状況 

本計画の対象となるサイクルステーションとりで、新取手駅自転車駐車場の市内の配置状況は

以下のとおりです。 

 

図表 3-3 自転車駐車場の配置状況 
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（5） 自転車駐車場の保有量 

① 自転車駐車場の現状 

本市は平成 27 年（2015）時点で約 24.７万㎡ の公共施設を保有しています。 

自転車駐車場については、１，９７８㎡を保有しています。（本計画対象施設のみ） 

 

 

出典：取手市公共施設等総合管理計画 

 

② 築年別整備状況 

サイクルステーションとりでは平成 25 年(2013)に建設された施設であり、建築後 10 年

が経過しています。現在のところ、一部劣化はあるものの大きな不具合はなく良好な状態で

す。 

新取手駅自転車駐車場は平成３年（199１）に建築された施設であり、既に建築後３２年が

経過しています。現在のところ、老朽化による目立った不具合等はありませんが、本計画期間

中に大規模改修工事の実施を検討していきます。 

 

 

 

 

 

図表 3-4 類型別公共施設保有割合 
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図表 3-5 自転車駐車場の築年別整備状況 

 

 

（6） 施設関連経費の推移 

現在、施設関連経費のほとんどをサイクルステーションとりでの管理委託料が占めている状況

であり、推移は全体的に横ばいです。 

管理委託料の内訳は、人件費が約 7 割、清掃や機器点検の費用が約 3 割です。今後は、物価や

人件費の高騰に伴う委託料のさらなる増加が予想されます。 

 

図表 3-6 自転車駐車場の施設関連経費の推移 
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（7） 今後の維持・更新コスト（従来型） 

従来どおり３０年で大規模改修、６０年で建替を行う場合、計画期間内にサイクルステーションと

りでは建築後 30 年の大規模改修、新取手駅自転車駐車場は建築後 60 年の建替を行うと仮定す

ることができます。総合管理計画の単価設定を基に試算すると、管理・更新にかかる費用は以下

の図表のとおり、今後約３０年間で総額５.1 億円となります。 

 

図表 3-7 自転車駐車場の今後の維持管理更新コスト（従来型） 
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（8） 各施設の概要 

 

サイクルステーションとりで収容台数 

８７３台（機械式４５６台、自走式３３７台、原動機付自転車８０台） 

 

 

新取手駅自転車駐車場収容台数 ３６３台 
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3-2  自転車駐車場の劣化状況の実態 

自転車駐車場の劣化状況は、当市で導入している公共施設マネジメントシステム（以下「システ

ム」という。）の総合劣化度を判定基準とします。 

 

（1） 総合劣化度 

統一的な基準で、建物の劣化状況を把握するため、建物調査シート（巻末：参考資料）を用いて、

建物ごとに調査を実施します。調査の結果はシステムに入力します。システムは、入力結果から各

建物の部位ごとの劣化状況を a からｄで判定し、各部位の調査結果、築年数や改修状況を加味し

た総合劣化度を算出します。総合劣化度は、20 点から 100 点となり、点数が高いほど劣化が進

行しています。 

（2） 自転車駐車場の総合劣化度一覧 

建物点検を行い、その情報をシステムに入力した結果は、以下のとおりです。 

 サイクルステーションとりで 

建築年数が浅く、おおむね良好ですが、修繕を要する箇所が複数ある状況です。また、施設

内の一部の照明器具が LED 器具ではなく、蛍光灯の製造が令和９年（2027）で終了するこ

とから、LED 化改修が必要な状況です。 

なお、令和 2 年度（２０２０）～令和 4 年度（２０２２）までの 3 カ年でエレベーターの配電盤、

ドアハンガー、ドアセンサー、ガバナロープを修繕しています。 

 新取手駅自転車駐車場 

塗装の剥離や電灯の故障が複数箇所あり、サイクルステーションとりで同様、LED 化改修

が必要な状況です。 
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図表 3-8 自転車駐車場施設の総合劣化一覧 
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第4章 施設整備の基本的な方針等 

4-1  施設の規模・配置計画等の方針 

（1） 自転車駐車場の個別施設計画の基本方針 

今後の維持管理の取組みについては、総合管理計画で示された「公共施設等の管理に関する基

本的な考え方」及び第 1 次行動計画で示された「維持・保全の基本方針」に基づき実施していきま

す。 

① 維持管理手法の区分 

自転車駐車場においては、第２章 自転車駐車場の目指すべき姿（１）に基づき、計画的な

維持管理を行い施設の機能や安全性を高い水準で維持する「予防保全型」を取り入れ、長期

にわたり施設の有効活用を推進しながら、安全安心、かつ快適に利用できるよう管理してい

きます。 

② あり方の検討 

新取手駅自転車駐車場は令和 8 年度（２０２６）に施設のあり方の検討①を行い、今後施設

を運用する期間を設定します。 

③ 耐用年数の設定 

自転車駐車場においては、サイクルステーションとりでは鉄骨鉄筋コンクリート造＋鉄骨造、

新取手駅自転車駐車場は鉄骨造のため、どちらも標準耐用年数を 60 年、目標耐用年数を

80 年と設定し、計画的に保全を実施していきます。 

④ 長寿命化の方針 

目標耐用年数である 80 年間を自転車駐車場として安全に利用するために、建物の耐久性

や、機能水準を引き上げる対策を行います。 

具体的には第２章 自転車駐車場の目指すべき姿(2)に基づき、障害の有無や年齢にかか

わらず誰もが利用しやすいようバリアフリー化やユニバーサルデザイン化を進めます。 

また、第２章 自転車駐車場の目指すべき姿（３）（４）に基づき、省エネルギー化、脱炭素化

を進めるため、照明設備の LED 化を蛍光灯の製造が中止される令和９年（202７）までに実

施し、環境負荷の低減に配慮した持続可能な施設管理に取り組みます。 
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（2） 自転車駐車場の規模・配置計画等の方針  

本市で運営している自転車駐車場は全て駅周辺に位置しており、放置自転車を抑制して歩行者

の安全を確保する上で重要な施設となっています。 

それらのうち、本計画の対象であるサイクルステーションとりでは、取手駅や周辺施設の利用者

が非常に多く、平置きで運営できるほどの用地を確保することが難しいことから、立体の機械式

駐輪設備を備えた自転車駐車場として設置しました。 

また、新取手駅自転車駐車場も同様に、限られた用地で収容台数を確保するために 3 階建ての

自転車駐車場として設置しました。当初より、公益財団法人が管理・運営をしていましたが、令和2

年度（２０２０）から市に移管され、現在は市において管理・運営を行っています。 

本計画対象外の自転車駐車場については全て平置きであり、十分な用地が確保出来たことや、

駅利用者が少ないなどの理由から、建物式の自転車駐車場ではありません。 

現在、自転車駐車場ごとの利用者数が変化しつつあり、ゆめみ野地区の人口増加に伴い、ゆめ

み野駅の自転車駐車場需要が増加する一方で、新取手駅では駐輪台数が徐々に減少傾向にあり

ます。このように、今後の各地区の人口の増減を注視し、また、それぞれの施設の状況を勘案し、

第 1 次行動計画で行ったその他の施設としての縮減率３７．９％の試算結果を参考に、自転車駐車

場の適正な規模や配置について検討していく必要があります。 

 

4-2  修繕・改修等の基本的な方針 

本計画では、第 1 次行動計画で示された予防保全型維持管理を実施する施設の修繕・改修周期

の考え方に沿い、実施していくことを基本的な方針とします。 

よって、サイクルステーションとりでは、令和 5 年（２０２３）で建築後１０年の施設であるため、建

築後 20 年の段階で部位・部材の劣化による機能低下を復旧し、機能を回復する意味合いの中規

模改修を行うことを基本方針とします。 

新取手駅自転車駐車場は建築後 33 年が経過しているため、あり方の検討①の結果を踏まえな

がら、長期的に存続すべき施設であると判断された場合は建築後40年の段階で大規模改修工事

を行うことを基本方針とします。 
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4-3  目標使用年数、改修周期の設定 

第1次行動計画において、鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の目標耐用年数を80年と

していることから、自転車駐車場の目標耐用年数も 80 年と設定し、計画的な予防保全により、施

設の長寿命化を図りながら運営していきます。 

しかしながら、今後の民間駐輪場の設置状況や、全体の需要と供給のバランスにより、公設駐輪

場としての役割が終了したと判断した場合には、自転車駐車場としての機能を廃止とし有効な利

活用方法を検討していきます。 

 

図表 4-1 修繕・改修のイメージ 

 

 

出典：第１次行動計画 
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第5章 基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等 

5-1  改修等の整備水準 

改修の実施にあたっては、建築当時の状態に戻すのではなく、構造体の長寿命化やライフライン

の更新による耐久性の向上、省エネ化、バリアフリー化、ユニバーサルデザインなど、現代社会に即

した改修を行うことがとても重要です。自転車駐車場の現在の劣化状況や基本的な方針を踏まえ、

今後の改修等によって引き上げる水準を設定します。なお、改修時の施設の状況や財政状況によ

っては、水準を柔軟に変更します。 

サイクルステーションとりでについては、平成２5 年（２０１3）に建築された施設であり、機械式

駐輪機の導入や太陽光発電の活用等、機能面・環境面において、十分な水準にあるといえます。令

和５年（２０２３）で建築後１０年ほどの施設であり、老朽化も現時点で確認できないため、本計画

期間中の大規模な改修工事は予定しておりません。また、開設当初に 20 年間の長期的な部品交

換計画を定めているため、それに基づいた計画的な予防保全を行いつつ、現在の環境・水準を維

持します。また、施設内の一部の照明器具が LED 器具となっていないことから、自転車駐車場内

全ての照明器具の LED 化を検討します。 

新取手駅自転車駐車場は建築後３０年以上経過している施設であり、本計画期間中に大規模な

改修工事の実施を検討する必要があります。実際の更新や改修の際には、以下の整備水準を基に、

具体的な対応を決定します。 

 

図表 5-1 新取手自転車駐車場の長寿命化改修等における整備水準 

項目 整備内容 

躯体 鉄骨の腐食対策 

外部仕上げ 耐候性を持つ塗装 

内部仕上げ 天井部分の塗装の更新、高齢者用駐車スペースの設置 

 

また、あり方の検討結果や今後の利用者数によっては、1階建てへの減築や、平置きへの変更を

検討していきます。前述の整備水準のほかに、利用者ニーズに合わせた機能や用件がある場合に

は、それらにも配慮していく必要があります。そうしたニーズについては、施設の更新及び改修の

際に併せて検討していきます。 
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5-2  維持管理の項目・手法等 

自転車駐車場においては、以下のような項目や手法を維持管理方針として定め、安全で快適な

環境を維持します。 

（1） 定期的な清掃 

自転車の整理や定期的な清掃を実施し、快適に利用できる環境を保ちます。 

（2） 防犯対策 

防犯カメラで、盗難や不審者等の犯罪を防止します。 

（3） 定期的な点検 

専門業者による各種設備の点検に加え、委託先の管理者による日常的な点検により、安全に

利用できる環境を保ちます。 

（4） 自転車駐車場の利用管理 

自転車駐車場の利用者を管理し、不正な利用を防ぎます。また、長期間駐車されている自転

車を撤去することで、スペース効率を高めます。 

（5） 公共施設マネジメントシステムの活用 

施設の経費や点検結果等のデータを適宜入力し、蓄積することで、老朽化の進捗状況に合わ

せた改修方法や改修時期の見直し、施設運営の効率化に役立てます。 
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図表 5-2 各種点検実施表 

 

調査主体 調査者 点検種別 実施時期 点検内容 

施設管理担当課 

専門業者 
各 種 設 備

等の点検 

各月 
エレベーター保守点検 

機械式駐輪機の機械警備 

年 3 回 機械式駐輪機の定期点検 

年 2 回 消防用設備 

施設管理 

担当課 

職員 

現地調査 

年 1 回 

施設の劣化状況の把握、不

具合個所の確認 

マネジメントシステムへの入

力 

管理 

委託先 

職員 

日常 日常的な設備の点検 

各月 発電機設備の動作点検 
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第6章 自転車駐車場の実施計画 

6-1  改修等の優先順位付けと実施計画 

（1） 実施時期の考え方 

「施設の状態等」や「施設整備の基本的な考え方」、「施設整備の水準等」を踏まえ、自転車駐車場

の改修等に関する優先順位付けの考え方を示します。 

優先順位付けについては、劣化度の点数が高い施設から順に行うことを基本としますが、改修

等の実施時期の平準化を図るため、次の点を考慮して、優先順位付けを行うものとします。 
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（2） 実施スケジュール 

直近 10 年間の整備スケジュール     

 

施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費

新増築事業

改築事業

耐震化事業

長寿命化改修

大規模改修
（老朽化）

中規模改修
（老朽化）

防災関連事業

トイレ整備

空調設備

バリアフリー・
ユニバーサル

デザイン

脱炭素化

部位修繕

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

150,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

41,000,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

41,500,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

45,500,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

48,500,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

44,500,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

44,700,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

40,940,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

43,500,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

40,800,000

サイクルステー
ションとりで/新
取手駅自転車駐
車場

47,000,000

41,150,000 41,650,000 45,650,000 48,650,000 44,650,000 44,850,000 41,090,000 43,650,000 40,950,000 47,150,000

2024(R06) 2025(R07) 2026(R08) 2027(R09) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13) 2032(R14) 2033(R15)

その他の施設整備費

維持修繕費(円)

光熱水費・委託費
部品交換費(円)

合　計(円)

年度

施
設
整
備
費

（単位：円） 



 

22 

 

（3） 優先順位一覧表 

 

 

（4） 更新までの対策費用（概算） 

機能維持のための修繕時期を中間に設け、改修・建替費用の縮減を行った場合、建築後 40 年の大規模

改修、建築後 80 年の建替の間にそれぞれ建築後 20 年、建築後 60 年で機能回復の中規模改修を実施

するため、計画期間内にサイクルステーションとりでは建築後 20 年の中規模改修と建築後 40 年の大規

模改修、新取手駅自転車駐車場は建築後 40 年の大規模改修と建築後 60 年の長寿命化改修を行うと仮

定することができます。総合管理計画の単価設定を基に試算すると、管理・更新にかかる費用は以下の図

表のとおり、今後約３０年間で総額２.9 億円となります。従来型の改修・建替周期で試算したコストが総額

５.1 億円のため、総額 2.2 億円削減することができます。 

 

 

 

優先度

１
優先度

２
優先度

３

1 新取手駅自転車駐車場 新取手駅自転車駐車場 S 3 488 1991 予防 ① 2026 未実施 40 32

2 サイクルステーションとりで サイクルステーションとりで SRC 3 1,490 2013 予防 ① 2048 未実施 26 10

あり方の検討

優先
順位

施設名 建物名 棟番号 構造 階数
延床
面積
（㎡）

建築
年度

保全
種別

種別
実施
年度

結果
総合

劣化度
築年数

：築30年以上：築50年以上

図表 6-1 自転車駐車場の今後の維持管理更新コスト（予防保全型） 

(億円) 

(年度) 
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6-2  改修等のコストの見通し ～維持・更新の課題と今後の方針～ 

コスト計画における今後の課題として、市の人口減少予測やますますの少子高齢化に伴う扶助費の増

加等に伴い、公共施設の維持・更新に充てられる財源は減少していくものと予想されます。 

また、近年の人件費の増加や物価の高騰に伴い、今後は自転車駐車場の維持管理により多くのコストが

かかることが予想されます。 

これらのことから、いかにしてサイクルステーションの収入を増やし、運営を効率化するかが大きな課題

となります。 

サイクルステーションの収入については、利用者数の多い取手駅に隣接していることから、工夫次第で

現在より多くの収入確保が望めるのではないかと考えており、令和 5 年度に実施したサウンディング市場

調査結果を参考に方策を検討した結果、利用者数の向上、及び新たな収入源の確保を図ることとします。 

サイクルステーションは機械式の利用率が約５０％と低い傾向にあるため、ニーズを把握し、適正な料金

設定を探ることで、利用率の向上を目指します。 

また、新たな収入源として現在利用していない空き部屋の有効活用や広告掲載等、自転車駐車場として

の枠を超えた事業実施を模索していきます。 

さらに、運営の効率化の方策として、受付業務の人員配置の見直しを検討します。季節や時間帯ごとの

利用者数を把握・分析し、配置人数の削減を目指します。 
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第7章 計画の推進について 

7-1  情報基盤の整備と活用 

自転車駐車場に関連する利用状況や修繕状況等の様々な情報を公共施設マネジメントシステムに蓄積

し、それらを所定のフォーマットにて施設カルテや施設保全台帳として整理することにより、基本的方針の

再検討、改修等の優先順位付けの検討等に活用します。 

7-2  推進体制等の整備 

本計画を継続的に推進していくためには、財政所管課や公共施設マネジメント所管課などの関係各課

との連絡調整や情報共有に努め、関係各課が一体となってマネジメントに取り組む必要があります。 

また、安全安心対策課のみで判断することが難しい案件が発生した場合は必要に応じて、取手市公共施

設マネジメント戦略会議等を通じて、全庁的に意見をまとめ最終決定を行います。 
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7-3  フォローアップ 

本計画は現時点での状況を基に策定していますので、今後の状況変化等に応じた計画的な管理を行っ

ていくために、Plan(計画)、Do(実行)、Check(評価)、Action(改善)サイクルを活用し、定期的な見直

しを図ります。 

Plan  ：本計画の策定 

Do   ：本計画に基づく自転車駐車場の修繕、点検等の実施 

Check：施設の利用状況・コスト状況等の進捗状況の評価、検証 

Action：評価・検証を踏まえ、計画の改善を検討 

 

 

7-4  市民との情報共有・協働のあり方について 

自転車駐車場は多くの市民に利用される施設であることから、市民や利用者との協働でマネジメントを

進めていくために、広報誌やホームページを通じた施設情報の公開、アンケート等での意見募集を促進し、

市民との情報共有を図りながら検討を進めていきます。 
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